
取扱説明書

このたびは日立磁気ボール盤をお買い上げいただき，ありがと
うございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり，正しく安全に
お使いください。
お読みになった後は，いつでも見られる所に大切に保管してご
利用ください。
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－１－

ページ

， ， の意味について

ご使用上の注意事項は「 警告」，「 注意」，「注」に区分しており，それぞ
れ次の意味を表します。

：誤った取扱いをしたときに，使用者が死亡または重傷を負う可能
性が想定される内容のご注意。

：誤った取扱いをしたときに，使用者が傷害を負う可能性が想定さ
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお，「 注意」に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結び付く
可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので，必
ず守ってください。

：製品のすえ付け，操作，メンテナンスに関する重要なご注意。

注注意 警告 

警 告  

注 意  

注



作業場は, いつもきれいに保ってください。
ちらかった場所や作業台は，事故の原因になります。

作業場の周囲状況も考慮してください。
電動工具は，雨の中で使用したり，湿った，または，ぬれた場所で使用しな
いでください。
作業場は十分に明るくしてください。
可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

感電に注意してください。
電動工具を使用中，身体を，アース（接地）されているものに接触させないよ
うにしてください。
（例えば，パイプ，暖房器具，電子レンジ，冷蔵庫などの外枠）

子供を近づけないでください。
作業者以外，電動工具やコードに触れさせないでください。
作業者以外，作業場へ近づけないでください。

使用しない場合は，きちんと保管してください。
乾燥した場所で，子供の手の届かない高い所または鍵のかかる所に保管して
ください。

無理して使用しないでください。
安全に能率よく作業するために，電動工具の能力に合った速さで作業してく
ださい。

作業に合った電動工具を使用してください。
小形の電動工具やアタッチメントは，大形の電動工具で行う作業には使用し
ないでください。
指定された用途以外に使用しないでください。

きちんとした服装で作業してください。
だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は，回転部に巻き込まれる恐れが
あるので，着用しないでください。
屋外での作業の場合には，ゴム手袋と滑り止めの付いた履物の使用をお勧め
します。
長い髪は，帽子やヘアカバーなどでおおってください。

警 告

－２－
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電動工具の安全上のご注意
火災，感電，けがなどの事故を未然に防ぐために，次に述べる「安全上のご注意」
を必ず守ってください。
ご使用前に，この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上，指示に従って正し
く使用してください。
お読みになった後は，お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してくだ
さい。



－３－

保護メガネを使用してください。
作業時は，保護メガネを使用してください。また，粉じんの多い作業では，
防じんマスクを併用してください。
防音保護具を着用してください。

騒音の大きい作業では，耳栓，イヤマフなどの防音保護具を着用してください。

コードを乱暴に扱わないでください。
コードを持って電動工具を運んだり，コードを引っ張ってコンセントから抜
かないでください。
コードを熱，油，角のとがった所に近づけないでください。
加工する物をしっかりと固定してください。

加工する物を固定するために，クランプや万力などを利用してください。
手で保持するより安全で，両手で電動工具を使用できます。
無理な姿勢で作業をしないでください。

常に足元をしっかりさせ，バランスを保つようにしてください。
電動工具は，注意深く手入れをしてください。

安全に能率よく作業していただくために，刃物類は常に手入れをし，よく切
れる状態を保ってください。
注油や付属品の交換は，取扱説明書に従ってください。
コードは定期的に点検し，損傷している場合は，お買い求めの販売店に修理
を依頼してください。
継ぎ（延長）コードを使用する場合は，定期的に点検し，損傷している場合に
は交換してください。
握り部は，常に乾かしてきれいな状態を保ち，油やグリースが付かないよう
にしてください。
次の場合は，電動工具のスイッチを切り，さし込みプラグを電源から
抜いてください。
使用しない，または，修理する場合。
刃物，トイシ，ビットなどの付属品を交換する場合。
その他，危険が予想される場合。
調節キーやスパナなどは，必ず取りはずしてください。

電源を入れる前に，調節に用いたキーやスパナなどの工具類が取りはずして
あることを確認してください。
不意な始動は避けてください。

電源につないだ状態で，スイッチに指を掛けて運ばないでください。
さし込みプラグを電源にさし込む前に，スイッチが切れていることを確かめ
てください。
屋外使用に合った継ぎ（延長）コードを使用してください。

屋外で使用する場合，キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの継
ぎ（延長）コードを使用してください。

警 告
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－４－

油断しないで十分注意して作業を行ってください。
電動工具を使用する場合は，取扱方法，作業のしかた，周りの状況など十分
注意して慎重に作業してください。
常識を働かせてください。
疲れているときは，使用しないでください。

損傷した部品がないか点検してください。
使用前に，保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し，正常に作
動するか，また，所定機能を発揮するか確認してください。
可動部分の位置調整および締付け状態，部品の破損，取付け状態，その他，
運転に影響を及ぼすすべての箇所に異常がないか確認してください。
損傷した保護カバー，その他の部品交換や修理は，取扱説明書の指示に従っ
てください。取扱説明書に指示されていない場合は，お買い求めの販売店，
または日立工機電動工具センターに修理を依頼してください。
スイッチが故障した場合は，お買い求めの販売店に修理を依頼してください。
スイッチで始動および停止操作のできない電動工具は，使用しないでくださ
い。

指定の付属品やアタッチメントを使用してください。
この取扱説明書および弊社カタログに記載されている指定の付属品やアタッ
チメント以外のものを使用すると，事故やけがの原因になる恐れがあるので，
使用しないでください。

電動工具の修理は，専門店に依頼してください。
この製品は，該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
修理は，必ずお買い求めの販売店に依頼してください。
修理の知識や技術のない方が修理すると，十分な性能を発揮しないだけでな
く，事故やけがの原因になります。

警 告
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使用電源は，銘板に表示してある電圧で使用してください。
表示を超える電圧で使用すると，モーターの回転が異常に速くなり，機体が
破損したりマグネットのコイルが焼損する恐れがあり，事故の原因になりま
す。

必ずアース（接地）してください。
故障や漏電などのとき，感電の恐れがあります。
（詳細は，９ページの「１．アース（接地），漏電しゃ断器の確認」の項をご
参照ください。）

本機は床面の作業に使用します。天井や壁面での作業には使用しない
でください。
高所作業などで，マグネットの浮き上がりや停電などにより機体が落
下する恐れのある場合は，必ず別売のチェーンで機体を加工物に固定
してください。
事故の原因になります。

マグネットの吸着面に切粉など異物をはさみ込んだり，凹凸があった
り，さびがついていたりすると吸着力が弱くなります。また，マグネ
ットの吸着面は，キズや打こんをつけると，吸着力が弱くなるので，
ていねいに扱ってください。
マグネットの吸着力が弱くなると，マグネットの浮き上がりにより，本体が
振り回される恐れがあり，けがの原因になります。

加工物の厚さが薄いと，マグネットの吸着力が弱くなり，穴あけできな
いことがあります。このような場合は加工物の裏側に厚さ１０mm程度で
マグネットより大きめの補助鉄板を当ててください。
補助鉄板を当てないと，マグネットの浮き上がりにより本体が振り回される
恐れがあり，けがの原因になります。

穴あけ中は錐を必要以上に押し付けないでください。
無理な荷をかけるとマグネットが浮き上がる恐れがあり，けがの原因になり
ます。

穴あけ中にマグネットが加工物から浮き上がった場合は，速やかに送
りハンドルを逆回転させ，錐にかかっている推力をなくしてください。
そのまま作業を続けると，本体が振り回される恐れがあり，けがの原因にな
ります。

－５－

警 告

磁気ボール盤の使用上のご注意
先に電動工具として共通の注意事項を述べましたが，磁気ボール盤として，さら
に次に述べる注意事項を守ってください。

１

２
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６

７



－６－

使用中は，回転部や切りくずに手や顔などを近づけないでください。
けがの原因になります。

使用中，機体の調子が悪かったり，異常音や異常振動がしたときは，
直ちにスイッチを切って使用を中止し，お買い求めの販売店に点検・
修理を依頼してください。
そのまま使用していると，けがの原因になります。

誤って落としたり，ぶつけたときは，錐や機体などに破損や亀裂，変
形がないことをよく点検してください。
破損や亀裂，変形があると，けがの原因になります。

継ぎ（延長）コードを使用するときは，アース線を備えた３心キャブタ
イヤケーブルを使用してください。
アース線のない２心コードですと，感電の原因になります。

警 告

８

９

１０

１１

錐や付属品は，取扱説明書に従って確実に取付けてください。
確実でないと，はずれたりし，けがの原因になります。

本機は，マグネットで加工物に吸着させて穴あけするので，マグネッ
トの吸着しない非磁性材（アルミニウム，銅合金など）への穴あけ作業
には使用できません。
無理な使い方をすると，けがの原因になります。

使用中は，軍手など巻き込まれる恐れがある手袋を着用しないでくだ
さい。
回転部に巻き込まれ，けがの原因になります。

作業中は安全靴を着用してください。

作業直後の錐や切りくずは高温になっているので，触れないでくださ
い。
やけどの原因になります。

高所での作業では，下に人がいないことを確かめてから作業してくだ
さい。
けがの原因になります。

回転させたまま，台や床などに放置しないでください。
けがの原因になります。

注 意
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－７－

各部の名称

電気ドリル
スイッチ

ブラシキャップ

ブラシホルダ
電気ドリル

ロックハンドル（Ｂ）

Ｍ５止めねじ

マグネット

移動用ローラー

コード

ネオンランプ

電源スイッチ

握りハンドル

送りハンドル

ロックハンドル（Ａ）

サイド
ハンドル

銘板
ドリフトキー

ＢＭ２１ 図　１（イ） ＢＭ２１ 図　１（ロ）

ＢＭ２５ 図　１（ハ）

送りハンドル

ロックハンドル（Ａ）

サイド
ハンドル

銘板

ボデー

ドリフトキー

（２００Ｖ用）

アース線
（ミドリ色 Ｅマーク 付）

コード

コード

さし込みプラグ

アースクリップ

（１００Ｖ用）

″ ″



①ドリルスリーブ･････１個
②サイドハンドル･････１個
③六角棒スパナ･･･････１個

①サイドハンドル･････１個
②六角棒スパナ･･･････１個

ＢＭ２１

ＢＭ２５

－８－

仕 様

標準付属品

単相交流５０／６０Ｈｚ　共用　
電　　圧１００Ｖまたは２００Ｖ（共用ではありません）

（２００Ｖ品は生産を打ち切る場合があります。）

図２－１

図２－２

使 用 電 源

最大穴あけ能力
質 　 　 量

最 大 吸 着 力

最 大 錐 推 力
最大ストローク
前 後 移 動 量
回 転 角 度

モ ー タ ー

全 負 荷 電 流

無負荷回転数
コ ー ド

項 　 目 ＢＭ２１

２１mm ２５mm
２６．０kg（コードを除く）

ス タ ン ド 仕 様

３４．０kg（コードを除く）

８．８３ｋＮ｛９００ｋｇｆ｝ １４．７１ｋＮ｛１５００ｋｇｆ｝
４．８１ｋＮ｛４９０ｋｇｆ｝ ７．６５ｋＮ｛７８０ｋｇｆ｝

２５０mm ２５０mm

３５mm
３３０゜

電 気 ド リ ル 仕 様
単相直巻整流子モーター

３５mm

９Ａ …１００Ｖ品
４．５Ａ…２００Ｖ品

１４Ａ…１００Ｖ品
７Ａ…２００Ｖ品

５００ｍｉｎ－1｛回／分｝ ４２０ｍｉｎ－1｛回／分｝
消 費 電 力 ８６０Ｗ １３３０Ｗ

アースクリップ付３心キャブタイヤケーブル５ｍ

ＢＭ２５

① ②

③① ②



－９－

１．アース（接地），漏電しゃ断器の確認………

ご使用にさきだち，本機が接続される電源に労働安全衛生規則や電気設備の
技術基準などに規定された感電防止用漏電しゃ断装置（以下，漏電しゃ断器と
言います）が設置されていることを確認してください。

作業前に次の準備をすませてください。

作業前の準備

○各種鋼板の穴あけ
○各種形鋼の穴あけ

用 途

別売部品 ･･････････････
別売部品は生産を打ち
切る場合があります。

１．チェーン

機体が落下する恐れのある場合にご使用ください。

２．チャックアーバ

ドリルチャックを取付けて作業する場合にご使用ください。

ＢＭ２１

チャックアーバ（２種類）

ドリルスリーブ（標準付属品）
〔外側〕Ｎｏ．３モールステーパ
〔内側〕Ｎｏ．２モールステーパ

ＢＭ２５

スピンドル

Ｎｏ．２モールステーパ Ｎｏ．３モールステーパ

Ｎｏ．２モールステーパ

マウント部

ドリルチャック（１３Ｇ，１６Ｅ）

｛ Ｎｏ．６ジャコブステーパ：１３Ｇ用
Ｎｏ．３ジャコブステーパ：１６Ｅ用



導体公称断面積

１．２５ｍｍ２

２ ｍｍ２

３．５ ｍｍ２

最 大 長 さ
ＢＭ２１ ＢＭ２５
１５ｍ １０ｍ
２５ｍ １５ｍ
４５ｍ ３０ｍ

－１０－

２．継ぎ（延長）コード………

電源の位置がはなれていて継ぎコードが必要なときは，製品を最高の能率で
故障なくご使用いただくため，電流を流すのに十分な太さのものをできるだけ
短くしてご使用ください。
次の表は，使用できるコードの太さ（導体公称断面積）とその最大長さを示し
ます。

必ずアース（接地）できる接
地用の１心をもつ３心キャブタ
イヤケーブルをお使いください。
左の表は１００Ｖ品の場合であ
り，２００Ｖ品の場合には，最大
長さはこの２倍が限度です。

継ぎ（延長）コードは，損傷のないものを使用してください。

警 告

また，本機は必ずアース（接地）をしてください。定格感度電流１５ｍＡ以下，
動作時間０．１秒以下の電流動作型の漏電しゃ断器が設置されている電源でお使
いになる場合でも，より安全のためにアースされるようおすすめします。
アースをするときは，１００Ｖ品の場合，下記図のアースクリップをお使いに

なると便利です。２００Ｖ品の場合は，コードの先端のミドリ色“Ｅ”マークの
ついたリード線をアース線に接続してください。
アースクリップ，アース線は，念のために異常のないことを確認してからご

使用ください。テスターや絶縁抵抗計などをお持ちでしたら，アースクリップ
と本機金属外枠との間の導通を確認してください。
地中に接地極（アース板，アース棒）を埋め，アース線を接続するなどの接地
工事は，電気工事士の資格が必要ですので，お近くの電気工事店にご相談くだ
さい。なお，アース線をガス管に取付けると爆発の恐れがありますので，絶対
にしないでください。

さし込みプラグ

アースクリップ

アース線



－１１－

７．作業環境の整備・確認………
作業をする場所が注意事項にかかげられているような適切な状態になってい

るかどうか確認してください。

　騒音防止規制について 
騒音に関しては，法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。 
ご近所に迷惑をかけないよう，規制値以下でご使用になることが必要です。 
状況に応じ，しゃ音壁を設けて作業してください。  

３．本機を移動する………

注 移動の際は，ロックハンドル（Ｂ）を軽く締付け，電気ドリルが動かな
いよう固定してください。（図３）
電気ドリルから出ているコードは引っ張らないでください。

（１） 足場の安全なところで，本体を１～２ｍ
位移動させる場合は握りハンドルを使う
のが便利です。

（２） 平らなところで移動する場合には，電
気ドリル側のサイドハンドルを少し持ち
上げ，移動用ローラーを使うと楽に移動
できます。

（３） 移動距離が長い場合や，足場の悪いと
ころで移動する場合は，２人でサイドハ
ンドルおよび握りハンドルを持って十分
注意して運んでください。図　３

コード

握りハンドル

移動用ローラー

ロック
ハンドル（Ｂ）

４．錐を取付ける………
錐の取付け方については１５ページ「錐の取付け・取りはずし」の項をご参

照ください。

本機には運搬を容易にするため，移動用ローラーとサイドハンドルおよび
上部には握りハンドルを設けてあります。（図３）

５．マグネットが吸着する面をきれいにする………
マグネットが吸着する面にさびや異物が付着していますとマグネットの吸着

力が弱くなりますので，表面をきれいにしてください。

６．チェーンを手元に用意する………
マグネットは錐の推力などにより吸着面より浮き上がりますと極端に吸着力

が弱くなり，また停電の場合にはまったく吸着しなくなります。したがって，
高所作業などで万一の時に機体が落下する恐れがある場合は，あらかじめ機体
を加工物にしっかり固定しなければなりませんので，別売りのチェーンをお手
元にご用意ください。
チェーンの使い方は１４ページ「７．機体が落下する恐れのある場合は…」
の項をご参照ください。



－１２－

２．スイッチが切れていることを確かめる………

本機には電源スイッチと電気ドリルスイッチが付いております。スイッチが
入っているのを知らずに，さし込みプラグを電源にさし込むと不意に起動し，
思わぬ事故のもとになります。
スイッチはいずれも，「切」側を押すとスイッチがきれ，「入」側を押すとス
イッチが入ります。どちらのスイッチも「切」側が押されていることを必ず確
認してください。

１．ロックハンドル（Ｂ）をゆるめる………

電気ドリルを固定するために締付けてあるロックハンドル（Ｂ）をゆるめてく
ださい。

作業中は，必ず保護メガネを使用してください。

警 告

使 い 方

注 ロックハンドル（Ｂ）を締付けたまま，送りハンドルを回さないでくだ
さい。

ご使用前に

１．使用電源を確かめる………

必ず銘板に表示してある電源でご使用ください。表示を超える電圧で使用す
るとモーターの回転数が異常に速くなり機体が破損したり，マグネットのコイ
ルが焼損する恐れがあります。また，直流電源で使用しないでください。
製品の損傷を生じるだけでなく，事故の原因になります。

ご使用前に次のことを確認してください。１～２項については，さし込み
プラグを電源にさし込む前に確認してください。

警 告

３．電源コンセントの点検………

さし込みプラグをさし込んだとき，ガタガタだったり，すぐ抜けるようでし
たら修理が必要です。お近くの電気工事店などにご相談ください。
そのままお使いになりますと，過熱して事故の原因になります。また使用中，

さし込みプラグが抜けますと，マグネットが働かなくなり事故やけがの原因に
なります。



－１３－

３．錐のセンターを合わせる………

ロックハンドル（Ａ）をゆるめますと本体はマグネットに対し，前後方向３５
mm，回転角度３３０ の゚範囲で移動することができます。（図４）

図　４

４．移動用ローラーをセットする………

移動用ローラーを加工物に接触させ，作業時の支点とします。
次の手順で移動用ローラーをセットしてください。（図５）

５．電気ドリルのスイッチを入れる………

錐が加工材に触れない状態で電気ドリルスイッチを入れます。

（１）ストップスクリュをゆるめ，移動用ロー
ラーを加工物に接触させます。

（２）移動用ローラーをセットしましたら，ロ
ックナットをボディに接触するまで締付け
ます。

（３）ストップスクリュを軽く締付けます。

図　５

ロック
ハンドル（Ａ）

ゆるむ

しまる

移動量３５mm

回転角度３３０゜

次の手順でセンターを合わせます。
（１）ロックハンドル（Ａ）をゆるめて本体を動
かし，センターの位置を決めます。

（２）位置が決まりましたら，ロックハンドル
（Ａ）を手で十分締付け本体を固定します。

ストップスクリュ

ボディ

ロックナット

移動用
ローラー

電源スイッチを入れますと，ネオンランプがついてマグネットが働きます。
所定の位置でマグネットをしっかり吸着させてください。

２．電源スイッチを入れてマグネットを吸着させる………

注 本機には電源スイッチと電気ドリルスイッチが付いておりますが，必
ず電源スイッチの方を先に入れてください。



－１４－

送りハンドルをゆっくり回し，静かに錐に推力をかけて穴あけをします。必
要以上に力をかけても穴は早くあきません。かえって錐先やモーターを傷める
原因になりますので無理な推力をかけないでください。

６．送りハンドルで錐に推力をかける………

穴あけ中にマグネットが浮き上がった場合は，すみやかに送りハンドルを
逆回転させ，錐にかかる推力をなくしてください。

警 告

注 穴の突き抜け際には，錐に大きな抵抗が加わり，錐先を傷めたりしま
すので，送りハンドルにかける力を小さく加減してください。

７．機体が落下する恐れのある場合は………

高所での作業など，停電やマグネットの
浮き上がりにより機体が落下する恐れのあ
る場合は，必ず別売りのチェーンで機体を
加工材に固定してください。（図６）

次の手順でチェーンを取付けます。
（１） マグネットを吸着させる。
（２） チェーンに異常がないことを確認し，
チェーンを加工材に巻き付ける。

（３） チェーンに付属しているシャックルの
取付け位置を調節して，チェーンで加工
材と機体をしっかりと固定する。

８．薄い鉄板に穴あけするときは………

薄い鉄板の場合は，マグネットの吸着力が弱
くなります。厚さが８mmより薄い鉄板に穴あけ
する場合は，図７のように加工物の裏に巾１００
mm×長さ２５０mm×厚さ１０mm程度の補助鉄板を
当ててください。

図　６

図　７

結合部詳細図
ねじをいっぱいに締める

チェーン

薄肉部

補助鉄板（裏側に当てる）

シャックル



ＢＭ２５
ＢＭ２１

＃３モールステーパー
＃２モールステーパー

－１５－

９．パイプのような曲面に穴あけするときは………

パイプ状の曲面に穴あけするときは，吸
着力を強くするため，図８のように曲面に
合わせて下面を削った，厚さが１０mm程度
の補助鉄板を加工物の上にのせてマグネッ
トを吸着させてください。

（１）スピンドルのソケット部は左表のような
モールステーパーとなっておりますので，
錐もこれに合ったモールステーパーシャン
クのものをご使用ください。

（２）錐を取付ける前に，錐やスピンドルのソケット部に付着しているグリース
などをきれいにふきとってください。

（３）ドリフトキーを引き出しておいてから，錐をソケットにいれ，木ハンマー
で軽くたたきこんでください。

図　８

錐の取付け・取りはずし

１．錐の取付け………

万一の事故を防止するため，必ずスイッチを切り，さし込みプラグを電源
から抜いておいてください。

警 告

取付けや取りはずしの際，錐で手を傷付けないよう十分注意してください。

注 意

２．錐の取りはずし………

ドリフトキーの頭を木ハンマで軽くたた
きますと錐が抜けます。この場合，落下に
より錐先を傷めることがありますので，片
方の手で錐を保持しながらドリフトキーを
たたいてください。（図９）

図　９

補助鉄板

ドリフトキー



－１６－

３．ドリルスリーブについて（ＢＭ２５の場合）………

錐のテーパーは錐径が１４mmをこえ２３mm
までは＃２モールステーパー，２３mmをこ
え３２mmまでは＃３モールステーパーとな
っております。
スピンドルのソケットはＢＭ２５は＃３
モールステーパーとなっておりますので錐
径が２３mmをこえ２５mm（本機最大能力）ま
での錐はそのままご使用になれますが，
１４mmをこえ２３mmまでの錐はテーパーが違
いますのでそのままではソケットに取付き
ません。
この場合は図１０，１１のように付属のドリ
ルスリーブをご使用ください。

図　１０

図　１１

保守・点検

１．マグネットの点検………

マグネットの底面に傷がついていたり，さびが発生していたりすると吸着力
が弱くなります。ご使用前にマグネット底面の傷やさびの点検をしてください。
また，ご使用にならないときは，マグネットスイッチを切るだけでなく，さ

し込みプラグも電源から抜いて，湿気の少ない所に置いてください。

点検・手入れの際は，必ずスイッチを切り，さし込みプラグを電源から抜
いておいてください。

警 告

ドリルスリーブ

ドリルスリーブ
＃３モールステーパー

スピンドル

＃２モールステーパー

テーパーシャンクドリル



－１７－

２．スライド部のガタを調整する………

スライド部にガタを生じたときは図１２の
ようにＭ５止めねじを付属の六角棒スパナ
で適度に締めて調整してください。
スタンドと電気ドリルのスライド部には
穴あけ精度を保つため，ときどき日立モー
トルグリースを塗ってください。

図　１２

３．錐の点検………

切れ味の悪くなった錐をそのままご使用になりますと，モーターに無理をか
けることになり，マグネットが浮き上がる原因となります。また穴あけ精度が
悪くなり，能率も落ちますので，錐はいつも正しく研磨された切れ味のよいも
のをご使用ください。

４．カーボンブラシの交換………

モーター部には，消耗品であるカーボン
ブラシを使用しております。カーボンブラ
シの摩耗が大きくなりますと，モーターの
故障の原因となりますので，長さが摩耗限
度（６mm）ぐらいになりましたら新品と交換
してください。
また，カーボンブラシはごみなどを取除
いてきれいにし，ブラシホルダ内で自由に
すべるようにしておいてください。

摩耗限度

ＢＭ２１の場合

３８

６

１７mm

mm
カーボンブラシの番号

摩耗限度

ＢＭ２５の場合

４４

６

１７mm

mm
カーボンブラシの番号

カーボンブラシは，マイナス
ドライバーなどでブラシキャ
ップ（７ページ図１参照）を取
りはずしますと取出せます。

カーボンブラシの番号
ＢＭ２１の場合（３８） ＢＭ２５の場合（４４）
（番号３８および４４はコードNo.の下２桁を示しております。）

注 新品と交換の際は，必ず図示の番号の日立カーボンブラシを使用して
ください。

Ｍ５止めねじ
（４本）

六角棒スパナ

交換方法

図　１３



－１８－

５．各部取付けねじの点検………

各部取付けねじでゆるんでいるところがないかどうか定期的に点検してくだ
さい。もしゆるんでいるところがありましたら締め直してください。
ゆるんだままお使いになりますと，けがなど事故の原因になります。

６．製品や付属品の保管………

使用しない製品や付属品の保管場所として，下記のような場所は避け，安全
で乾燥した場所に保管してください。

○お子様の手が届いたり，簡単に持ち出せる場所
○軒先など雨がかかったり，湿気のある場所
○温度が急変する場所
○直射日光の当たる場所
○引火や爆発の恐れがある揮発性物質の置いてある場所

このような場所
には保管しない。



お客様メモ
お買い上げの際、販売店名・製品に表示されている製造番号(NO.)などを下欄にメモしておかれますと、
修理を依頼されるとき便利です。

〒１０８-６０２０ 東京都港区港南２丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟）
営業本部　TEL（０３）５７８３-０６２６（代）

全国営業拠点

400
部品コード　C99035004 Ｎ

ご修理のときは
修理・お手入れ・お取扱いのご相談は、まずお買い求めの販売店にご依頼ください。
転居や贈答品などでお困りの場合は、商品名・品番をご確認の上、お近くの営業拠点へ
お問い合わせください。

電動工具ホームページ――http://www.hitachi-koki.co.jp/powertools/

■ 営業所の移転等により、上記電話番号に連絡がとれない場合は、
下記のアドレスにアクセスすることで、最新の全国営業拠点
をご確認いただけます。

http://www.hitachi-koki.co.jp/powertools/sales.html

●営業本部 ●北陸支店
TEL（０３）５７８３－０６２６ TEL（０７６）２６３－４３１１

●北海道支店 ●関西支店
TEL（０１１）８９６－１７４０ TEL（０７９８）３７－２６６５

●東北支店 ●中国支店
TEL（０２２）２８８－８６７６ TEL（０８２）５０４－８２８２

●関東支店 ●四国支店
TEL（０３）５７３３－０２５５ TEL（０８７）８６３－６７６１

●中部支店 ●九州支店
TEL（０５２）５３３－０２３１ TEL（０９２）６２１－５７７２

お買い上げ日 年 月 日 製造番号(NO.)

販売店（TEL）

WEBに
アクセス

右のQRコードをバーコードリ
ーダー機能付きの携帯端末より
読み取ることで、最新の全国営
業拠点をご確認いただけます。

お客様相談センター ※土・日・祝日を除く　9：00～17：00

●フリーダイヤル

0120-20-8822

※携帯電話からはご使用になれません。
携帯電話からはお近くの営業拠点にお問い合わせください。

※長くお待たせする場合があります。
お急ぎのときは、お近くの営業拠点に直接お問い合わせください。


